
総務部

運営方針

【重点施策とめざす方向】 【実績】
財政調整基金に頼らない予算編成 目標どおり達成

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大により
生活や経済が大きな打撃を受けるなど、厳しさ
を増す財政環境の中で、第５次総合計画の各施
策を実施しながら、持続可能なまちづくりを進
めるとともに、業務改革など全庁視点・現場視
点による事業の見直しを推進し、原則として財
政調整基金を取り崩すことなく、令和３年度当
初予算を編成します。

⇒

　厳しい財政環境のなか、第５次総合計画の各
施策を効果的・効率的に推進するため、包括予
算制度のもと、特別職を中心とした「予算編成
会議」を設け、十分な議論のうえ「現場視点」
による事業の見直しと「全庁視点」による横断
的な取組みを進めた結果、ルール分（※）を除
き財政調整基金を取り崩さずに令和３年度予算
を編成することができた。
（※歳出が年度によって著しく変動し、財政調
整基金を取り崩さなければ、住民サービスに多
大な影響を及ぼすものは、同基金の取崩し対象
としている。）

個別施設計画策定に向けた取組み 目標どおり達成

　公共施設再配置計画と公共施設等総合管理計
画を基に、具体的な実施計画である個別施設計
画の策定を目指します。
　昨年度各施設所管課との協議を実施した内容
を元に、更に調整・修正を行い、素案を作成し
ます。
　その後、議会への報告及びパブリックコメン
トの実施を経て、個別施設計画を策定します。

⇒

　公共施設の内、公共建築物を対象として、今
後の具体的な実施計画である個別施設計画を令
和３年３月に策定しました。
　策定に当たり、これまでに策定した公共施設
再配置計画と公共施設等総合管理計画を基に、
関係各課連携の上、取り組みました。

国勢調査の円滑な実施 目標どおり達成

　精度の高い調査結果を得るために、市実施本
部を設置し、策定する実施計画に基づいて、指
導員・調査員の確保、調査期間中の調査員のサ
ポート等調査環境への対応を図ります。
　また、調査情報等の漏洩防止に努め、国・府
との連携を取りながら調査を円滑に実施しま
す。

⇒

　自治会推薦、公募等で指導員・調査員の予定
人員を確保し、調査期間中は、丁寧なサポート
を行いました。
　また、コロナ禍に対応するため、非対面での
調査方法の採用、3密を避けた説明会の実施など
を行い、調査を円滑に実施しました。調査情報
の漏洩事案は発生しませんでした。

令和２年度部局運営方針実績

安定した財政構造の確立と公共施設等の適正な管理
　第５次総合計画を着実に推進し、将来都市像である「人・自然・歴史・文化輝く　ふれあいと
創造のまち　河内長野」を実現するため、行政経営改革プランに基づく、安定した財政構造の確
立をめざします。併せて、公共施設等の最小化・長寿命化・最適化に向けた取組みを進めます。
　また、国勢調査については、精度の高い調査結果を得るために、市実施本部を設置し、策定す
る実施計画に基づいて、指導員・調査員の確保、調査期間中の調査員のサポート等調査環境への
対応を図るなど、円滑な調査の実施に努めます。
　市税については、各税目の適正課税や納めやすい納税環境を整えつつ、適正な滞納整理を進
め、自主財源の確保に努めます。



徴収率の向上と強制徴収公債権の徴収支援強
化

目標どおり達成

　新型コロナウイルス感染症が及ぼす市民生活
への影響等に十分に配慮しつつ、市の主要な財
源である市税収入の確保に努めます。また、そ
のような状況を踏まえつつ、高額・困難案件な
どは大阪府域地方税徴収機構へ引き継ぎ、自主
財源の確保に努めます。
　また、担当課から引継ぎを受けた国民健康保
険料などの公債権の徴収支援を行います。

⇒

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた納
税者に十分な配慮をしつつ、大阪府域地方税徴
収機構への高額・困難事案の引継ぎや滞納整理
への取り組みの強化などにより、市税収入の確
保に努めました。
　また、担当課から引継ぎを受けた国民健康保
険料などの公債権の徴収支援を行いました。


